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 以前、私が１年生の担任をしていたときに道徳の授業で指導した資料に「目標は小刻みに」とい

うお話がありました。クラス対抗の団体戦で校内マラソン大会に挑む少年が、走りながら苦しくな

ると「次の電信柱まで頑張ろう」そしてクリアしたら「また次の電信柱まで頑張ろう」それらを繰

り返しゴールする内容でした。走りながらつらく苦しくなり、歩いてしまいたいと思ったとき、少

年は目先の簡単に届きそうなところに目標を置き、それを達成したらまた次の届きそうな目標を設

定し頑張る。そのような頑張りを繰り返し続けることで、大きな成果を上げることができたのです。

人は誰でも弱さをもっています。壮大な目標を立てて頑張ろうと思い、実現できてしまう人もいま

すが、多くの人はそれでは目標達成が難しいものです。目標の達成を実現するため、また弱い心に

打ち勝つためにも目標を小刻みに設定し努力する方法もあるのだと作品を通して学ぶことができ

ました。授業の中で当時の生徒たちは、少年の心の動きについて考え「最後まで頑張り続ける強い

気持ちが素晴らしい」「自分にも似たような経験があった」「これからの様々な取組の参考にしてい

きたい」など自分なりに考えたことを発表したり、クラスの友達の発言を聞いたりして、強い意志

について深く考え、道徳的実践意欲を高める時間にしてくれていました。 

さて、本校の校訓は「まごころ」教育目標は「まごころをもって生きる生徒」です。生徒の皆さ

んがこの教育目標の達成に向け、小刻みでも日々着実に成長している様子がいろいろな場面で見ら

れています。今後も皆さんの学習活動、委員会や係の活動、部活動、学級や学年の取組、毎日の学

校生活の多くの場面で、少しずつの成長を期待しています。また、「まごころ面接」「尾久っ子ワク

ワクまつり」などを通して地域の皆様には、生徒たちの健全育成に多大なお力添えをいただき、あ

りがとうございます。今後も温かく七中生を見守っていただき、ご指導をお願いいたします。 

 

今月のまごころさん 

ある日の休み時間、宅配業者の方が荷物を職員室に届けてくれました。職員玄関から緑階段を上がる途中、２階の廊下ですれ違

った生徒たちがさわやかな声で「こんにちは」と挨拶をしてくれたそうです。職員室で荷物を受け取る際、「七中生の皆さんの挨拶

は気持ちがよくて素晴らしいですね」とおっしゃっていました。私はそう感じてくださったことに対し、逆に感謝しお礼の言葉を

伝えました。七中の校内で出会う方は、見ず知らずの方々でも、私たちの学校生活をより良くするために力を貸してくださる存在

です。来校された方々にいつでも「おはようございます」「こんにちは」と元気でさわやかな気持ちの良い挨拶の声が、今よりもさ                  

らに校内に響き渡るような素敵な七中にしていきましょう。 

 

今後の主な予定 

１１月２７日（日） 中学校英語スピーキングテスト（ＥＳＡＴ－Ｊ）（３年生） 

１１月２８日（月） 生徒朝礼        １１月２９日（火） 学校保健委員会 

１２月 ２日（金） 三者面談始       １２月 ９日（金） 三者面談終 安全指導 

１２月１０日（土） 土曜授業公開日 学校評議員会 ＰＴＡ実行委員会 
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